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古河市農業後継者セミナーを開催！ 
 11月27日（金）、古河市三和公民館において古河市農業後継者 

クラブ（あぐり一揆、いばら４Hクラブ）が「農業経営者のための 

販路拡大セミナー」を開催し、若手農業者２７名が参加しました。 

 株式会社ぐるなびの「ぐるなび大学」から講師を招き、マーケテ 

ィングとブランディングについての講義を受け、全国の事例を交え 

ながら、飲食店を活用した農産物の販路拡大の可能性について検討 

しました。 

 参加者からは、「生産者から顧客に対するアフターフォローにはどのようなものがあるか」、 

「飲食店と直接取引で注意しておきたいことは何か」などの質問が挙がり、自身の農業経営に置 

き換えて販路拡大を考える様子がうかがえました。講義では農家がインターネットを活用して情 

報発信する際のポイントなどの話もあり、有意義な勉強会になりました。 

  普及センターでは、自ら企画し勉強会を行う農業後継者クラブを今後も支援していきます。 

 12月4日（金）、坂東市猿島４Ｈクラブは、地元の保育園の園児を対象に 

食育体験を実施しました。 

 今回の食育体験は、10月16日に播いた「ペットボトルを使ったハツカダイ 

コン」の収穫・試食の予定でしたが、低温により収穫できなかったため、クラ 

ブ員が用意したカブと赤大根のスープ作りに変更しました。 

 園児は、ハツカダイコンの栽培やクラブ員との交流をとても楽しんでおり、 

保育園の職員からは「今日の食育体験を楽しみにしていた」「ペットボトル 

に播いたハツカダイコンを毎日のように観察し、生長を楽しみにしていた」 

等の園児の様子が聞かれました。 

 クラブ員と調理したスープも、「おかわり！」という声がたくさん聞か 

れ、大変喜んでいました。中には、いつもは野菜を積極的に食べないという園児がおかわりをする様子が見

られました。 

 12月15日（火）、農家の経営安定や加工技術の向上を目的

とした農産加工コンクールの表彰式が農業総合センターで開か

れました。 

 管内からは、優良賞に「のあ夢工房（五霞町）」と「華コー

ポレーション・はなの台所（古河市）」が、奨励賞に「丸太園

手作り工房あぐりママしましょ！（古河市）」が選ばれました。    

 おめでとうございます！ 



土づくり推進のため土壌診断を受け付けています。
個人等の農家の方が対象です。 

「どうして就農しようと思ったのですか？」 

「就農してからの心持ちはどうですか？」 

「今頑張っていることや心がけていることはありますか？」 

「畜産の嬉しいこと､つらいことは何ですか？」 

「これからの目標は何ですか？」 

「最後に一言お願いします！」 

土壌診断実施日のお知らせ 

1月１４日（木） 
1月２８日（木）  を予定しております。 

1月 

※実施日は変更になることがありますので､ご了承ください。 
また、結果のご連絡には数日かかる予定です。 

 12月1日（火）、女性農業士会坂東支部では、移動研修を実施しました。 

 今年度は銀座にある他県のアンテナショップで、どんな商品が販売されている 

かをそれぞれが調査しました。1人2個ずつ気になった商品を挙げ、どんな商品なのか、なぜ気になった

のかを調べました。 

 北海道や九州・関西・四国など、なかなか行けない地域のアンテナショップで思い思いの商品を手に取

り、アイディア溢れる商品やパッケージデザインなどに関心を寄せつつ、主婦の目線でどうやって使おう

か考えながらも見ることができ、有意義な研修となりました。 

 研修の結果は1月に予定している支部総会で情報交換し共有する予定です。 

女性農業士会坂東支部が移動研修を実施！ 

舘野さん夫妻と豚舎にて 

両親がもともと養豚の経営をしており、小さい時から手伝いをしていま

した。学校卒業後、一年間研修を受け、家の農業を継ぐことに決めました

。 

お肉を食べておいしいと言ってもらえるようないい豚を育てていきたいです。 

出荷になって、最後まで順調に育ったことと、近所の方や仲間に豚肉を

お裾わけをした時、おいしいと言ってもらえると嬉しいです。つらいこと

は休みをなかなか取れないことで、家族と話しながら休暇をとります。 

天候の影響は少ないですが、豚は風の強い日に風邪をひきやすく、病気

が心配で、毎日チェックを行っています。 

環境が変化しても基本に忠実に、堅実に毎日の農作業をできるよう頑張っていきたいです。 

品質の良い豚を育てることです。以前、豚の枝肉共進会で最も評価の高

い「名誉賞」を受賞したことがあります。おいしさを前提に、肉の付き方

など形の良い豚を作り、安定した売上を確保するよう心がけています。 

このコーナーでは、若手農家を訪問して、農業に対する思いなどをインタビューしています。     

今月は古河市の舘野大亮さんをご紹介します。舘野さんは就農１１年目で、ご家族と一緒に母豚１００頭

の一貫経営を営んでいます。 


